
え
恒
例
市
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p
u
-
-
H泊
一
一
泊
制
開
催
物
持
吋
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一
川
日
現
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強

踊

場

環

債
格
の
勢
力
説
-
-
-
-
-
・
・
・
・
・
文
事
博
士

地
万
税
に
於
げ
る
累
蓬
課
税
・
・
・
-
法
問
中
博
士

マ
ル
サ
ス
の
恐
怖
論世

知

-
料
抑
制
中
士

揖
胤

交
通
事
業
に
於
け
る
競
争
・
-
目
・
・
組
車
博
士

重
農
皐
祇
の
臼
然
法
醍
-
-
-
-
・
・
法
皐
上

英
蘭
銀
行
の
成
立
及
び
後
展
過
程
パ
叫
・
純
碑
却
下
l

雄

聴

錦

峨

ギ
リ
シ
ャ
の
新
品
出
血
究
銀
行
に
就
い
て

目
的
税
ご
考
慮
税
・

げ
八
日
祈
ら
し
き
鰹
清
政
策
論
-
組
清
明
lE

岡
民
所
付
に
就
い
て
・
・
料
山
問
問
中
山
山
寸

改

岨

企

γ

赫
倒
安
屯
融
世
間
俄
山
・
省
河
調
査
法
・
製
州
地
盤
瑚
=
川
醐
九
ル
法
作 終

消
削
申
七

-
印
刷
尚
早

l 禁

谷市中高

日戸間 筒

載吉正保:

彦雄品

小

島

昌

太

郎

山
口
正
太
郎

一
谷
藤
一
部

松

岡

孝

児

中

川

県

之

助

藤

田

敬

三

汐

見

三

郎



重

農

串

涯

自

然

法

観

の

l
 
l
 
l
 

正

太

Jis 

1=1 

T事

話t

グ
ヰ
ー
を
創
始
者
ぜ
せ
る
軍
農
皐
娠
が
勃
興
し
た
十
八
世
紀
の
筏
宇
は
所
謂
啓
刊
誌
哲
皐
降
峰
の
時
代
で
あ
り
特

に
仰
蘭
西
仁
於
て
は
「
仰
関
西
啓
蒙
時
代
』
ピ
呼
ば
れ
継
馬
加
特
カ
恥
棋
の
濁
断
的
数
義
に
反
抗

L
T一
、
理
智

ω血
耳
醒

が
叫
ば
れ
、
他
の
諸
闘
に
於
工
は
其
範
関
は
多
〈
理
論
に
限
ら
れ

τ居
る
に
か
、
ゎ

ι帯
、
仰
蘭
蘭
に
於
て
は
直

ち
に
・
時
際
恕
効
と
結
び
付
き
、
仰
蘭
西
草
命
の
基
調
を
形
成
す
る
ご
共
に
、
他
而
此
啓
蒙
運
動
は
他
岡
山
知
〈
哲

撃
者
、
思
怨
一
ふ
山
間
に
の
み
止
ま
ら
す
、
康
〈
一
般
民
衆
に
受
容
れ
ら
れ
、
具
に
啓
蒙
運
動
の
意
義
を
畿
抑
L
た

の
で
ゐ
っ
た
。

放
機
の
濁
断
的
形
而
上
凪
一
・
に
反
抗
し
た
啓
蒙
蓮
勘
は
理
智
の
カ
を
願
揚
す
る
こ
ど
に
あ
っ
た
が
、
然
1
他
商
に

於

τ、
異
理
は
何
等
の
論
訟
を
作
は
争
、
車
に
紳
の
意
思
に
よ
っ
て
、
絶
劉
的
仁
、
天
降
り
的
仁
典
え
ら
れ
る
も

の
ご
す
る
捌
判
断
論
に
封
し
て
、
真
理
は
一
告
人
的
戚
凱
買
を
通
じ
て
の
み
得
ら
る
、
も
の
ご
す
る
戚
史
論
凶
作
E
E
E
E
O

も
亦
、
共
闘
を
中
心

z
L
て
勢
を
得
て
居
た
、
此
二
つ
の
附
代
思
潮

t
も
一
去
ふ
べ
き
流
の
中
に
ク
ヰ
ー
は
育
て
ら

れ
た

ωで
ゐ
h
、
ケ
オ

1
自
身
は
此
二
つ
を
採
り
容
れ

τ一
見
に
一
段
一
一
雨
量
蕗
に
裳
統
一
を
見
や
う
ど
企
岡

L
た
の

畠t

苑

京
農
串
抵
の
自
然
拙
翻

第
二
十
八
容

ーヒ

五

第
五
腕

七
九

7 1I. 8 lld. 1 ¥Vindelband， Die Geschiehte der neueren Philosophie. 

Aufl. 1922. S. 364・
WindeH瑚叫 a.a. O. S. 365. 366. 
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設

苑

誼
段
単
慌
の
自
然
法
翻

第
二
十

λ
巷

A 
O 

七
三
大

第
五
漉

で
あ
る
が
、
之
等
の
新
運
動
が
獅
断
論
を
排
す
己
主
旋

L
乍
ら
不
知
不
識
自
ら
も
亦
猫
断
論
に
陥
っ
て
所
請
前
カ

ン
ト
期
の
特
徴
を
一
不
仁
て
ゐ
る
如
く
、
グ
キ
ー
も
亦
、
共
「
明
諮
論
」
以
下
敷
荷
山
訴
事
論
文
に
於
て
一
方
叡
相
官
の

能
動
性
吉
、
他
方
戚
魔
り
質
料
的
興
件
の
縫
山
ご
を
濁
断
的
に
統
一

L
、

す
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

カ
Y

ト
の
2

ぺ
む
ご
一
ク
ス
的
締
聞
に
建

あ
ら
ゆ
る
心
理
現
象
は
先
づ
戚
提
を
通
じ
て
俊
生
す
る
、
成
畳
は
吾
人
の
智
識
の
基
礎

を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
が
受
動
的
存
在
物
昨
日
目
出
自
民
正
し
て
、
外
国
押
hr
ら

ω
印
象
を
受
け
容
れ

る
、
乍
然
此
受
動
的
性
質
は
人
閥
に
の
み
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な

t
、
仙
の
動
物
も
之
を
有
し

τゐ
る
、
唯
他
の

動
物
正
人
類
ご
の
相
遣
す
る
蕗
は
、
人
類
に
於
て
は
理
性

E
2
8
に
よ
っ
て
、
内
部
か
ら
の
活
動
を
生
じ
、
戚

覧
に
よ
っ
て
奥
え
ら
れ
た
る
も
の
ど
結
合
し
‘
之
を
判
断
し
.
意
欲
を
生
喧
し
め
る
。
此
日
践
に
於
て
吾
人
の
認
識

一
つ
は
外
部
か
ら
印
象
を
探
b
容
れ
る
成
覚

ω作
別
で
あ
り
、
仰
は
内

ゲ
ヰ
ー
に
あ
っ

τは
.

に
は
二
つ
の
異
れ
る
原
理
が
存
在
す
る
、

部
よ
・
9
之
を
把
握
せ
ん
ご
す
る
理
性
の
作
用
で
め
る
。

此
二
つ
の
相
反
す
る
方
向
か
ら
作
用
す
る
廃
り
戚
覚
ピ
理
性
を
如
何
に
し
て
統
一
す
る
か
に
就
て
は
グ
ヰ
ー

は
、
此
曜
は
到
底
吾
人
の
智
識
を
以
て
解
決

L
得
ら
れ
な
い
も
の
で
、
此
統
一
一
原
因
は
全
〈
紳
内
作
用
で
あ
る
ご

一
五
ぅ
。
戚
血
賀
川
智
識
の
形
成
に
ピ
つ
て
は
生
域
的
必
要
物
で
あ
っ
て
、
「
理
性
及
び
意
思
の
決
定
的
原
因
、
或
は
其

動
機
で
あ
る
。
」
従
て
戚
鳳
買
を
件
は
な
い
精
紳

ω働
は
之
を
信
仰

E
Z名
付
る
、
戚
魔
に
よ
っ
て
、
理
性
が
胸
俊

吉
れ
‘
関
者
が
紳
、
或
は
最
古
岡
山
聴
明

E
m
g
M
m
E可
芯
目
。
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
初
め

τ異
の
智
識
が
成
立
す

る
。
新
〈

τグ
キ
ー
は
ゐ
ら
ゆ
る
濁
断
を
捨
て
去
っ
て
認
識
論
を
形
成
す
る
己
一
五
ひ
乍
ら
、
遂
に
は
此
統
一
の
作

Art. Evidence. O~uvres économiqllt~5 et philosoph叫t巴s.1!~88. QlIesnay 
p. 793 
Ql1esnay. p. 793 
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用
を
以
て
濁
断
論
じ
陥
っ
て
了
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ケ
キ
!
の
認
識
論
仁
於
け
る
二
一
冗
性
、
即
-L
戚
究
ご
四
時
性
己
向
調
立
は
w
H
践
首
謀
a

仁
も
旧
制
は
れ
る
‘
吾
人
的
rM

縛
の
基
準
.
善
認
を
同
別
す
る
倫
理
的
側
舶
は
二
つ
の
意
味
を
も
っ
‘
一
つ
は
者
人

ω感
覚
仁
訴
へ
、
快
制
捜
戒
は

苦
痛
正
な
h
、
之
に
基

vτ
行
錯
す
る
場
合
で
ケ
オ
ー
は
之
を
生
理
的
善
悪
ピ
名
り
る
。
他
は
戚
覚
ピ
閥
係
な
〈

理
性
凶
判
断
仁
よ
っ
て
行
潟
す
る
場
合
で
、
ヶ
ヰ
ー
は
之
を
道
徳
的
泊
四
口
忠
ご
云
う
。
き
て
以
上
巳
一
つ

ω普
認
は

封
立
的
地
位
仁
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
然

L
問
者
は
間
早
仁
謝
立
す
る
に
り
で
波
交
渉

ωも
ωで
は
な
い
ヘ
戚
箆
仁

訴
え
て
快
制
捜
或
は
昔
痛
を
拠
え
る
こ
ピ

u.
是
れ
に
り
で
は
自
然
現
象
で
義
感
的
批
判
外
の
事
情
で
あ
る
、
之
に

基
い
ど
し
行
錦
を
笹
む
際
に
生
理
的
藷
泌
を
生
す
る
的
は
、
例
等
か
の
意
味
に
於

τ理
性

ω判
断
川
町
結
び
付
か
ね
は

な
ら
前
、
卸
も
間
半
な
る
快
山
由
民
.
或
は
山
V
H

浦
正
一
五
ふ
叫
象
以
上
に
善
惑
の
制
念
を
件
ふ
り
は
瑚
性
的
判
断
が
般
に
加

は
れ
る
か
ら
で
め
る
、
そ
れ
で
理
性
に
基
〈
道
徳
的
善
悪
山
判
断
が
、
生
理
的
義
感
の
差
別
に
阪
に
結
び
付
く
ど

一
五
ふ
彪
に
此
岡
者
の
統
一
が
与
す
る
、
而
し

τ此
統
一
の
作
用
合
見
す
も
り
は
智
識
の
構
成
川
際
川
戚
魔
正
問
性

己
り
統
一
己
等
し
〈
、
紳
凶
作
用
で
め
る
・
創
川
辺
者
た
る
紳
は
又
必
然
に
道
徳
的
善
悪
ピ
生
理
的
善
感
子
炉
】
一
統
一

す
る
正
一
五
'
フ
。

此
二
椛
の
海
蕗
は
謝
立
的
地
位
に
あ
る
ご
は
一
式
ひ
乍
ら
、
共
重
要
さ
に
於
ー
は
共
鴎
に
優
劣
の
差
の
あ
る
こ
£

を
認
め
る
、

7
?
!初
め
重
度
皐
一
献

ω人
h
は
等
L
〈
理
性

ω判
断
に
基
〈
遁
徳
的
善
惑
を
一
府
重
要
視
す
る
の

で
ゐ
る
が
、
此
事
は
生
浬
的
蕃
惑
が
よ
h
動
物
的
で
あ
h
、
道
徳
的
菩
惑
が
よ
り
人
間
的
で
あ
る
占
}
己
に
恭
〈
O

ゲ
ヰ

1
は
認
識
論
に
於
り
る
よ
り
も
、
賞
践
質
問
中
じ
於
一
1
理
性
山
優
越
さ
を
よ
h
強
(
認
め
る
も
の
で
ゐ
る
が
・

iJt 

施

電
農
皐
抵
白
自
然
法
制
醐

第
二
十
八
巷

t二

七

第
五
雄

/1. 



1¥¥1 
訪:

苑

A 

第
二
十
八
巻

重
鹿
島
a

抵
申
自
然
法
取

第
五
蹴

七一一一八

目。

其
結
川
市
、
「
あ
ら
ゆ
る
倫
理
上
の
判
断
に
於
け
る
脱
線
糸
乱
問

-gmEは
常
に
理
性
の
股
線
に
よ
ー
り
惹
起
さ
れ
る
、
」

記
結
論
す
る
。
比
一
似
の

d
l
v
l
の
如
き
も
亦
、
官
時
有
力
な
る
倫
理
準
設
で
あ
っ
た
ジ
ャ
フ
ヅ
プ

7
!の
戚
情

道
徳
論
に
反
謝
し
て
、
道
徳
判
断
り
基
礎
を
戚
怖
に
泣
く
こ
ヂ
ゼ
以
て
、
理
性
ご
自
然
山
衝
動
正
を
泌
岡
し
、
理
必6
 

の
地
位
h
T
低
下

ι、
実
施
動
性
h
T
波
却
し
て
、
車
に
呂
可
動
的
役
目
の
み
や
椋
ば
し
め
る
も
小
山
で
あ
る
巴
非
難
す
る
。

斯
〈
理
性
の
優
越
を
認
め
る
こ
ご
は
重
農
山
学
派
を
泌
じ
工
見
ら
る
、
蕗
で
あ
る
が
、
然
も
彼
等
は
一
・
万
理
性
的
優

越
を
認
め
っ
、
、
他
方
戚
質
的
、
生
理
的
要
素
を
無
秘
す
る
、
、
ピ
を
も
綿
!
能
は
ゲ
る
臨
で
、
品
目
〈
結
果
此
両
者
的

統
一
を
柿
な
る
形
而
上
率
的
カ
り
ト
作
在
仁
蹄
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
山
り
で
あ
る
o

而
Lτ
此
却
は
重
鹿
島
a

一
似
の
認

識
論
及
び
質
蜂
哲
撃
が
自
ら
穫
家
哲
苧

ω中
に
共
地
位
を
占
的
っ
、
、
遂
に
カ
Y

ト
前
期
を
脱
す
る
能
は

F
り
し

所
以
で
あ
る
o

(
陸
)

京
農
睡
眠
由
官
民
官
事
。
肺
締
と
し
て
即
位
山
怪
越
よ
ゆ
も
、
単
る
感
覚
の
誼
税
止
詑
〈
人
に
ハ
ス
パ
ア
ハ
が
あ
る
、
熱

L
此
抵
は
京
農

県
蹴
由
貿
践
哲
棋
を
、
協
時
四
英
岡
山
道
徳
苛
離
と
、
昨
に
ジ
ヤ
ア
ッ
プ
リ
ー
の
そ
れ
と
結
び
付
け
宇
う
と
す
る
故
誌
の
企
幽
て
あ
り
、
事
費
目

蔀
る
前
制
官
1
ド

1

0
所
訟
の
如
〈
、
京
良
県
揖
H
英
凶
流
山
感
加
賀
設
に
は
接
近
せ
な
か
り
た
も
自
で
あ
る
。

一一

秩

Ji三

自

然

の

ケ

ネ

1
の
認
識
論
及
び
質
践
哲
血
中
に
於
り
る
成
質
的
要
素
ご
瑚
性
ご
り
謝
立
、
並
び
仁
帥
に
よ
る
之
が
統
一
ー
は

彼
の
批
曾
哲
山
中
に
於
て
も
其
他
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
・
郎
も
彼
は
人
生
々
活
を
支
配
す
る
二
大
法
則
、
戚
且
覧
的
要

素
に
基
(
物
理
的
法
則
正
、
理
性

ω畿
動
に
よ
り
作
成
せ
ら
れ
た
「
人
第

ω秩
序
」
O

丘
百
唱
。
ω
丘
町
例
へ
ば
制
定
法

Qllesn礼y. p. 776 
Bauc!enll. Ephern.erides du citOYCll， 1767・TOUH:11 p・187-188. ziticrt 
bei C山:ltzberg.Die Gcsellschafls-und Slilatslellie der Physlok叫 en・叩07・
~. r9 
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の
如
き
も
の
ご
を
樹
立
せ
し
め
、
更
に
此
封
立
物
の
統
一
己
し

τ、
「
自
然

ω
秩
序
」

o
a
z
E
Z
E
な
る
も
の

を
提
唱
す
る
。

彼

ω所
荷
物
理
的
法
則
な
る
も

ωは
科
腕
干
上
に
於
り
る
自
然
法
則
さ
は
回
出
品
・
後
岩
は
人
類
的
意
思
を
離
れ

て
.
之

t
は
浪
交
捗
に
北
(
妥
皆
川
り
世
界
を
有
す
る
が
、
ケ
ヰ

1
の
物
理
的
法
則
は
、
所
論
「
人
銭
的
秩
序
」
E
呼
ば

晶
、
法
律
、
慣
習
等
芭
樹
立
し
乍
ら
、
互
に
影
響
し
令
っ
て
成
立
す
る
、
開
者
は
金
〈
分
離
し
、
且
つ
波
交
捗
な

も

ω
で
は
な
い
w

、
従

τ「
人
焼
山
秩
序
」
が
附
仁
は
物
班
的
訟
則
に
作
用
し
、
之
を
猿
散
し
符
る
力
を
持
つ
、
之
ご

同
じ
く
物
理
的
法
則
も
亦
「
人
銭
的
秩
序
」
の
上
仁
英
カ
を
及
ぼ
し
得
る
も

ω
で
ゐ
る
。

此
ニ
純
の
法
則
戒
は
秩
序
り
劉
立
は
克
仁
其
基
山
山
正
な
る
「
自
然
山
秩
序
」
じ
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
、
否
・
両
者

の
謝
立
が
・
呉
川
意
味
の
劉
立
た
る
た
め
に
、
之
が
枚
出
酬
を
要
求
古
れ
る
が
、
サ
ベF
枚
出
陣
た
る
も
の
は
紳
山
続
現
に

基
〈
「
自
然
の
秩
序
」
で
あ
る
。
此
「
自
然
り
秩
序
」
に
依
燥
す
る
こ
ピ
に
よ
っ
て
物
理
的
法
則
及
び
「
人
柏
崎
山
秩
序
」

が
各
々
其
本
領
を
俊
捌
L
得
る

ωで
、
「
自
然
的
秩
序
」
ご
事
も
聞
係
無
き
物
理
的
法
則
及
び
「
人
銭
的
秩
序
」
は
必

兎
無
意
味
で
あ
る
・
否
一
歩
進
め
て
云
へ
ば
、
そ
は
法
則
た
り
秩
序
た
ち
得
5
る
も
の
で
あ
る
o

ゲ
ヰ

1
の
物
理
的
治
則
は
又
次
内
制
鮎
か
ら
も
.
科
事
上
の
自
然
法
則
ご
異
る
こ
ざ
が
知
ら
れ
る
、
康
く
白
然

回
押
さ
云
う
時
は
、
吾
人

ω知
覚
の
範
囲
外
に
無
限
に
擦
が
つ

τぬ
る
、
今
日
人
相
官
の
迭
し
得
る
絞
大
距
離
の
製
遠

鏡
で
見
ら
れ
得
る
天
界
は
宇
宙

ω
一
部
分
じ
過
吉
な
い
、
叉
顕
微
鏡
に
て
後
見
し
得
L
れ
ゲ
る
微
生
物
も
存
在
す

る
、
限
界
を
真
に
狭
少
し
て
吾
人
の
戚
魔
の
到
速
し
得
る
範
国
吉
限
定
し
て
も
、
其
範
囲
内
の
自
然
現
象
に

L

て
、
吾
人

ω司
常
生
活
正
銀
側
係
な
る
も
の

b
亦
少
〈
な
い
、
自
然
法
則
は
吾
人

ω戚
胤
到
な
り
、
日
常
生
活
こ
は

設

苑

七
三
九

第
五
肱

λー

重
農
皐
蹴
由
自
然
怯
硯
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二
十
λ
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設

耳H

J、
凹

議
農
嵯
抵
の
自
然
法
凱

第
二
十
八
巻

七
四
O

第
五
観

無
関
係
に
其
妥
嘗
の
世
界
含
有
す
る
が
、
グ
ヰ

1
の
所
論
物
理
的
法
則
は
一
見
仁
々
々
其
範
間
山
狭
少
な
も
の
で

「
物
理
的
法
則
正
は
人
類
に
利
窓
口
闘
係
ゐ
る
践
の
、
自
然
界
的
物
理
上
川
り
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
規
則
を
意
味
す
る
」
従

て
ケ
キ

1
の
物
理
的
法
則
ご
は
換
言
す
れ
ば
人
類
の
支
配
し
得
る
範
図
、
或
は
人
類
の
目
的
制
念

ω
下
に
泣
き
得

る
限
h
ω
、
利
害
ピ
聞
係
の
る
自
然
現
象
を
規
制
す
る
法
則
な
の
で
ゐ
る
、
主
れ
で
科
卒
上
の
自
然
法
則
ご
は
其

妥
賞
範
闘
に
於
て
甚
に
し
〈
相
違
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
グ
キ

lω
経
憐
準
設
・
殊
に
北
九
中
心
た
る
同
胞
情
表
が
、
人

税
内
山
血
液
循
環
の
理
に
準
え
E
作
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
た
め
、
多
〈
の
論
者
は
ケ
不

1ω
純…的問中

ω
研
究
方

法
を
以
て
自
然
科
卒
的
ピ
な
す
が
、
貨
は
彼

ω得
ん
ご
す
る
物
渡
的
法
則
は
、
目
的
制
念
を
お
に
考
慮
に
容
れ
、

此
目
的
制
念
山
下
に
支
配
し
得
る
錨
闘
に
限
ら
れ
た
も
的
で
ゐ
る
か
ら
、
之
を
以
て
直
ち
に
自
然
法
則
ご
同
一
一
脱

L
、
ケ
ヰ

l
の
経
憐
撃
を
以

t
自
然
科
事
的
ピ
評
す
る
は
馴
か
早
急

ω
戚
紙
一
一
き
を
得
な
い
。

ケ
4
1は
此
物
理
的
法
則
に
割
立
す
る
も

ωを
「
入
品
川
の
秩
序
」
ピ
な
す
の
で
ゐ
る
が
、
「
人
錦
の
秩
序
」
は
物
理

的
法
則
ピ
呉
b
、
主
ご
し
て
能
動
的
に
、
人
数
の
理
性
に
器
、
話
、
内
面
よ
h
外
部
に
向
け
を
せ
ら
れ
る
も
の
で
ゐ

る
.
共
共
健
的
形
健
を
採
れ
る
も
の
は
法
律
、
慣
習
.
政
治
等
で
ゐ
る
が
、
を
は
又
何
等
の
束
純
な
〈
、
会
〈
自

由
に
畿
せ
ら
る
、
も

ωで
は
な
い
・
此
「
人
終
的
秩
序
」
は
如
何
に
カ
弧
〈
ご
も
物
理
的
法
則
の
制
限
を
破
り
符
る

も
の
で
は
な
い
、
戚
質
的
耐
古
来
に
基
礎
を
泣
く
物
理
的
怯
則
を
、
山
間
え
ら
れ
た
る
も
の
子
(
て
、
之
に
向
う

τ内

部
か
ら
畿
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
物
理
的
法
則
Z
「
人
潟
の
秩
序
」
ご
は
樹
立
し
乍
ら
、
相
互
に
影
響

L
合
ふ
も
的
で

あ
る
、
此
事
は
恰
か
も
カ
ジ
ト
の
認
識
論
に
於
り
る
「
戚
性
な

L
に
は
如
何
な
る
針
象
も
我
々
に
典
へ
ら
れ
宇
悟

性
な
し
に
は
如
何
な
る
封
象
も
思
惟
せ
ら
れ
凶
で
あ
ら
う
。
内
容
な
き
思
考
は
昼
虚
で
あ
る
、
概
念
な
き
直
翻
は

Art. Le droit naturel. Oeuvres. p・3i5目Quesnay. 8) 



白
目
で
あ
る
己，)

正
一
五
う
ご
等
し
い
立
場
で
あ
る
。

「
人
錦
の
秩
序
」
は
物
理
的
法
則
に
よ
っ
工
、
共
内
容
を
興
え
ら
れ
、
且
つ
其
活
動

ω範
闘
を
限
定
せ
ら
れ
る

が
、
然
し
翠
に
物
理
的
法
則
に
束
縛
せ
ら
れ
る
ご
一
古
ふ
こ
記
だ
日
で
は
、
未
だ
其
秩
序
が
五
官
な
hJ
や
否
ゃ
を
判

断
さ
れ
得
な
い
、
入
品
局
内
秩
序
が
物
理
的
法
則

ω制
限
下
に
於
7
約
一
甚
だ
し
き
恋
意
に
山
で
、
ゐ
る
も
の
ぬ
る
合

認
め
ら
れ
る
、
法
作
な
り
政
治
な
h
が
或
闘
に
於
て
は
全
〈
恋
意

ω下
に
置
か
れ
、
人
民
の
踊
祉
正
何
等
交
砂
川
部

主
こ
ご

ω存
す
る
は
質
例

ω一
不
す
蕗
で
ゐ
る
、
入
品
持

ω秩
序
が
五
常
な
り
や
否
や
は
、
入
品
崎
川
秩
序
が
仮
令
理
性

に
碁
き
て
後
せ
ら
れ
る
に
し
C
も
猶
且
ぞ
れ
自
身
で
は
定
め
得
な
い
喧
喧
主
じ
あ
る
、
入
品
岬
の
秩
序
が
五
常
た
る
た

め
に
は
其
背
後
に
、
否
、
並
(
恭
磁
に
「
自
然
の
秩
序
」
が
存
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
自
然
の
秩
序
が
人
銭

ω秩
序
己
な
っ

て
具
慨
化
し
た
場
合
の
‘
人
銭
的
秩
序
の
み
が
異
に
正
常
な
る
人
潟
の
秩
序
Y
あ
る
、
白
然

ω
秩
序
が
法
体
に
表

現
さ
れ
た
時
、
北
(
抜
作
は
正
常
な
る
人
潟
の
秩
序
で
ゐ
る
、
日
然

ω
秩
序
は
人
治
の
秩
序
そ
通

ιて
共
鰭
化
苫

れ
、
我
々
の
眼
前
に
展
開
す
る
の
で
ゐ
る
が
人
持

ω秩
序
は
潟
に
必
中
し
も
自
然
的
秩
序
を
具
慨
化
し
た
も
の
ご

は
限
ら
な
い
、
殺
人
を
罪
す
る
こ
古
は
自
然
の
秩
序
内
命
中
る
露
で
あ
る
が
放
仁
、
殺
人
を
罰
す
る
法
律
は
民
嘗

で
あ

h
、
某
強
制
力
は
是
認
せ
ら
れ
る
、
自
然
の
秩
序
が
命
せ

Y
る
法
律
が
共
強
制
力
を
行
使
す
る
は
座
制
で
あ

h
、
暴
力
の
世
界
で
ゐ
る
、
然
も
此
事
は
現
W
H
に
各
国
に
於
て
涜
ら
れ
得
る
蕗
で
あ
る
、
自
然
の
秩
序
に
依
ぶ
し

た
人
錦
の
秩
序
の
み
が
人
民
の
班
十
踊
を
増
進
す
る
も
の
で
あ
る
ω
人
民
が
自
然
の
秩
序
を
了
解
L
、
一
此
秩
序
が
枇

曾

ω利
金
，
を
進
め
、
人
々

ω幸
踊
を
賢
す
こ
ど
を
僧
h
・
此
秩
序
に
基
く
政
治
を
、
英
一
致
せ
る
意
思
の
カ
で
形

成
す
る
時
は
.
新
か
る
意
思
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
る
政
府
は
此
も
完
全
な
も
の
で
、
且
つ
経
憐
上
か
ら
見
れ
ば
、

設

苑

柑
府
主
税

λ 
五

第
二
十
八
巻

武
良
事
棋
の
自
然
法
翻

七
回
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詑

施

第
二
十
八
巻

L
a

、

一ノ
4
F

荒
良
構
成
。
白
師
法
制
醐

枯
附
置
脱

七
回

か
、
る
政
府
の
施
政
的
下
に
蛍
せ
ら
る
、
人
錦
の
秩
序
に
よ
っ
て
富
の
年
々
の
再
生
産
は
旋
張
せ
ら
る
、
こ
正
、

な
る
で
ゐ
ら
う
。

戸

y
l
は
人
師
闘
の
自
由
を
伸
張
1
る
枇
曾
秩
序
の
根
司
泌
を

か
、
品
一
枇
命
契
約

ω.見
に
並
(
背
後
に
自
然
の
秩
序
的
存
す
る
を
見
な

ミ
ラ
ポ

1
伎
の
知
き
は
彼
に
比
理
か
説
い
て
軍
農
亭
減
に
加
入
せ
し
め
や
う
ご
し
た
が
遂
に
無
放

に
つ
に
ご
仰
え
ら
れ
る
。
謡
曲
属
事
以
内
自
然
の
秩
序
な
る
も
の
は
然
ら
ば
如
何
に
し

τ認
識
L
符
ら
れ
る
も
の
で

あ
ら
う
か
、
此
械
は
自
然
の
秩
序
を
以

τ、
神

ω情
理
ご
考
え
、
ア
グ
ェ
、

7
7
7
の
鐙
を
問
〈
が
如
き
敬
皮
の

態
度
合
持
す
る
Q

乍
然
自
然
の
秩
序
は
夜
血
置
を
以
1
得
ら
れ
る

ω
で
は
な
〈
、
叡
智
に
訴
え
て
初
め
て
之
を
認
め

得
る
、
此
事
は
説
明
を
要
せ

F
る
明
訟
の
事
貨
で
あ
る
、
ケ
キ

1
の
「
明
詩
論
」
一
第
は
叡
智
に
基
〈
明
殺
を
以

τ

人
狐
己
動
物
子
佐
川
別
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
或
枇
品
開

ω秩
序
が
正
賞
な
り
や
一
台
ゃ
、
郎
も
自
然
の
秩
序
官
接
背
設

己
す
る
や
否
や
は
此
叡
智
に
基
〈
明
設
に
よ
っ
て
判
断
き
れ
る
。

自
然
的
秩
序
は
人
殺
の
秩
序
凶
背
後
に
ゐ
る
ご
共
に
後
者
が
時
間
的
、
場
所
的
に
制
限
せ
ら
る
、
仁
係
ら
宇
前

者
は
永
久
性
、
普
遍
性
を
有
I
る
叫
此
事
は
自
然

ω
秩
序
が
肺
凶
揖
理
に
出
づ
る
か
ら
で
ゐ
る
が
、
新
か
る
性
質

を
有
す
る
事
は
・
入
品
局
り
秩
序
を
L
て
、
常
に
立
(
根
源
に
蹄
る
こ
正
に
よ
っ
て
英
正
賞
性
を
得
せ

L
む
る
こ
亡
、

な
る
、
自
然
の
秩
序
は
人
々
の
意
思
を
束
縛
す
る
こ
己
は
な
い
.
之
に
従
ふ
正
否
Z
は
各
川
八
の
随
意
で
あ
る
が
.

之
に
反
す
る
こ
正
に
よ
っ
て
生
守
る
結
果
に
就
E
は
各
人
は
其
責
任
ι
背
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ

o

自
然
の
秩
序
は
重
農
事
仮
に
己
つ
て
は
、
純
収
入
日
比
O

含
一
円
ロ
m
F
軍
一
税
同
自
日
u
O門
戸

5
2
5
ピ
並
ん
で
品
仙
波
の
棋

重
鹿
半
減
ご
阿
川
代
の
人
.

枇
品
目
契
約

n
o
p
q
E
g
o
-
t
l
求
め
た
が
・

ジ
ャ
ソ
、

V
ャ
ッ
グ
、

か
っ
た
か
ら
.
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語
の
一
己
な
っ
て
ゐ
る
が
、
北
標
語
は
亦
、
蕗
々
に
「
枇
曾
に
結
合
せ
る
人
々
に
明
か
に
最
大
の
利
盆
た
る
法
則
」

-
o
u
F
E
n
E
E
E
Z
2
1
5
2
E官
官
一
ω
a
E
x
r
o日
自
由
芯
E
Z
E
ω
R日
T
F
Z
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
、
自
然
的

秩
序
が
人
銭
の
秩
序
正
し
て
H
A
惜
化
し
、
寄
人
の
目
指
生
活
に
表
現
さ
れ
る
叫
に
は
其
特
徴
は
明
隙
じ
人
類
じ
最

大
刺
盆
を
資
す
も
の
で
ゐ
る
ご
一
五
ふ
ニ
ご
で
ゐ
る
、
此
秩
序
に
従
ふ
正
否
正
は
各
人
の
随
意
で
め
る
が
、
之
仁
服

従
す
れ
ば
必
中
刺
盆
を
伴
ム
、
自
然
叫
秩
序
仁
背
反
す
る
人
骨
畑
山
秩
序
は
一
時
的
に
は
人
類
仁
利
盆
を
請
す
が
如

く
外
見
上
、
見
ゆ
る
時
が
ゐ
つ

τも
、
ぞ
は
久
し
か
ら
す
し
て
消
滅
す
る
B

異
り
利
盆
は
自
然
の
秩
序
的
み
が
、

永
久
的
に
郎
副
L
来
る
も
め
で
あ
る
、
設
農
川
中
減
が
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
中
、
農
業
を
以
て
間
然
山
秩
序
に
専
ら
依
燥

す
る
が
故
に
、
人
類
に
氷
久
的
に
最
大
利
盆
を
粛
す
も
的
で
あ
る
ご
主
張
す
る
の
も
此
原
理
か
巴
山
づ
る
。

比
一
淑
に
ゐ
つ
て
は
現
貨
に
人
狐
に
最
大
利
盆
を
節
す
ご
一
五
ふ
事
よ
り
、
自
然

ω秩
序

ω存
す
る
こ
ご
を
捌
っ
て

推
知
仁
得
ゐ

ωで
め
る
が
、
此
現
貨
山
求
刑
唱
は
亦
究

ω如
〈
に
h
設
か
れ
て
ゐ
る
、
「
臥
曾
上
の
諸
秩
序
が
従
ふ

蕗
の
白
然
り
秩
序
な
品
も
の
は
、
一
川
曾
に
結
合
せ
る
人
々
に
、
常
に
義
務
を
伶
ひ
っ
、
、
あ
ら
ゆ
る
椛
利

ω
享
受

を
保
越
す
る
彪
の
も
の
で
ゐ
る
、
此
臼
然
心
秩
序
に
服
従
す
る
こ
さ
は
同
時
に
枇
舎
が
獲
得
す
る
総

τの
利
益
へ

の
参
加
を
碓
質
に
保
挫
す
る
o
」
斯
く
て
白
然
り
秩
序
に
服
従
す
る
事
は
人
類
全
慌
に
利
時
悼
を
婿
す
の
み
な
ら

歩
、
共
個
々
人
に
具
慌
的
利
益
を
時
間
保
す
る
a
H一
時
的
利
盆
ご
云
っ
て
も
必
や
し
も
戚
肌
括
的
、
物
質
的
利
徒
の
み

を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
、
叉
自
然
の
秩
序
に
従
ふ
正
一
式
ム
こ
己
も
・
官
能
の
赴
〈
が
ま
、
に
放
任
し
自
由
仁
戚

質
的
生
活
に
出
品
一
蹴
す
る
こ
ピ
で
も
な
い
・
ジ

I
ド
放
授
も
指
摘
せ
る
如
〈
、
自
然
の
秩
序
に
服
す
る
正
は
文
化
生

活
を
業

τ、
自
然
に
隠
れ
B

乙
云
ム
の
で
は
な
い
、
原
始
生
活
に
蹄
る
の
で
な
{
て
、
寧
ろ
反
哨
割
に
叡
智
を
働
か
せ

説」
F

宛
出
重
盛
串
祇
由
自
然
法
制
叫

第
二
十
八
倍

七
回
三

第
五
貌

入

仁

Oncl、en，a. a. 0目 S.349 
DllpOLlt de Nemours， De L'Origine et d白 progresd 'une sC昨nce110U-

velle. 1768. ed. par Dubois. p. 11 
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ill1: 

苑

A 

A 

第
二
十

λ
巷

重
鹿
島
a

抵
の
自
然
法
翻

第
五
酬
明

士
四
四

て
、
事
物

ω級
制
脚
に
徹
す
る
こ
正
で
あ
る
・
自
然
の
秩
序
は
戚
費
生
活
的
中
に
は
な
く
、
叡
智
内
世
界
に
あ
る
、

従

τ其
新
す
利
益
な
る
も
の
は
物
質
的
、
具
健
的
利
益
の
み
で
は
な
い
、
寧
ろ
抽
象
的
に
一
古
っ
た
宇
一
服
己
か
安
寧

ご
か
一
五
つ
穴
も
の
で
ゐ
る
G

尤
も
重
良
平
一
淑
は
其
縦
憐
政
策
ピ

L
て
は
自
然
り
秩
序
的
資
V
純
牧
入
を
皐
「
る
こ

ど
を
唯
一
一
ω
日
前
ピ

L
て
ゐ
る
の
で
以
あ
る
が
、
廿
『
音
感
上

ω基
副
酬
よ
ち
す
れ
ば
自
然

ω秩
序
の
飾
す
蕗

ω刺
盆

は
斯
〈
具
悌
化

L
た
る
物
質
的
み
を
意
味
す
己
解
す
べ
き
で
は
な
い
、
奇
此
鈷
が

?
?
1等
仙
一
貫
農
耕
一
阪
が
英
国

流
的
戚
党
論
者
ピ
扶
を
妙
。
べ
き
蕗
ピ
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
G

以
上
を
以
t
私
H
U

戚
民
的
怯
則
正
之
に
針
立
す
る
別
性
的
畿
露
た
る
人
科
助
的
秩
序
己
山
闘
係
及
び
此
耐
者
り
背

筏
に
あ
っ
て
綜
令
的
役
討
を
，
併
干
る
自
然
り
秩
序
山
り
怠
義
H
A
ぴ
其
相
互
関
係
全
述
べ
了
へ
た
ど
思
ふ
。
突
に
自
然

の
秩
序
正
倒
聯
せ
る
自
然

ω
様
利
に
就
て
述
べ
る
で
あ
ら
う
。

'一-ー一

櫨

利

自

然

o 

グ
ヰ

1
は
訟
に
一
一
つ
の
意
義
セ
認
め
る
、
一
は
品
川
品
目
現
象
ご
し
て
い
あ
り
、
他
は
倫
理
上
山
街
他
概
念
Z
し
て

hv
め
る
。
前
者
で
は
法
の
相
調
的
理
念
包
含

E
E
g
が
、
後
者
で
は
絶
掛
的
正
義
」
己
件
。
与
E
E
が
英
恭
礎
ご

な
る
Q

批
曾
現
象
ご
し
て
の
法
は
人
州
知
相
互
り
生
活
闘
係
企
規
制
す
る
の
で
ゐ
る
か
ら
・
孤
立
せ
る
人
聞
に
は
合

桧
も
不
法
も
な
い
、
此
ぷ
昧
に
於
り
る
法
は
枇
命
H

服
組
出

t
北
一
に
‘
又
附
代
ピ
共
に
拙
礎
化
す
品
、
此
純
的
訟
は
前
越

せ
る
人
柏
崎
川
秩
序
に
該
嘗
喧
る
、
原
始
時
代
じ
於
て
は
法
も
亦
原
扮
的
で
、
自
然
的
正
合
法
的
と
は
同
一
事
で
あ

っ
た
、
然
る
に
世
が
誕

U
E
共
に
人
々
の
交
捗
繁
隊
正
な

b
、
契
約
の
必
要
を
生
じ
、
斯
〈

τ耐
曾
組
織
を
生

Le Mercie且 de]a Riviere. Ibid. p. 8. 
Quesnay， ()euvre，. p. 364. NOle 8. et p. 371. 
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み
、
制
定
訟
を
要
求
す
る
に
至
る
、
此
制
定
法
は
現
官
に
は
相
針
的
理
念
を
目
標
ご
す
る

ωで
ゐ
る
が
、
然
し
乍

ら
制
定
法
が
具
に
正

L
き
訟
に
る
た
め
に
は
倫
瑚
上
の
倒
値
似
念
た
る
総
劃
的
正
義

ω
後
露
で

b
h
・
自
然
の
秩

序
の
表
現
さ
れ
た
る
も
り
で
叫
り
れ
ば
な
ら
肉
、
自
然
の
秩
序
に
該
賞
す
る
内
然

ω
訟
を
言
葉
に
表
現
し
写
口
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

従
て
現
賀
山
制
定
践
は
必
中
し
も
自
然
法
ご
一
致
し
た
も
の
で
は
な
い
、
時
に
之
に
背
反

L
た
も
の
が
ゐ
る
、

乍
然
制
定
法
が
異
に
制
定
法
た
る
意
義
h
f
獲
得
す
る
に
は
即
ち
相
調
的
理
念
を
後
抑
す
る
に
は
純
掛
的
疋
義
を
代

表
す
る
白
然
法
の
現
質
的
表
況
F
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o

究
に
自
然
法
ピ
自
然
的
秩
序
ご
は
如
何
な
る
関
係
が
あ
ら
う
か
、
自
然
り
秩
序
は
物
理
的
意
味
仁
於
け
る
自
然

現
象
の
秩
序
を
も
包
合
せ
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
自
然
仲
間
は
法
た
る
限
り
人
類
相
互
の
聞
係
を
規
制
す
る
も
の
で
権

利
義
務
的
制
念
を
怖
に
件
ふ
も
の
で
あ
る
、
従
て
自
然
の
秩
序
E
自
然
法
ピ
は
貫
な
る
り
れ
H

と
も
其
範
閣
に
間
関
狭

の
差
が
あ
る
・
大
小
二
つ
の
同
心
凶
の
如
き
も
の
で
自
然
法
は
向
然
の
秩
序
に
一
定
山
保
件
を
附
叫
ら
れ
制
限
さ

れ
た
も
の
で
め
る
、
「
燕
は
盗
集
中
に
飛
勤
せ
る
総
て
の
蚊
の
上
に
権
利
を
有
す
る
も
の
で
な
い
」
正
一
お
ふ
が
如

〈
、
椎
利
は
総
て
的
蔀
貨
の
上
に
ゐ
る
の
で
は
な
〈
限
定
せ
ら
れ
た
る
事
質
の
上
に
の
み
存
す
る
・
従
て
貧
農
事

振
の
人
々
は
法
の
解
稗
ど
し
て
の
様
カ
訟
を
否
認
す
る
、
機
カ
の
伴
ム
世
内
常
に
法
め
り
機
利
あ
り
ご
云
ふ
を
得

な
い
か
ら
で
め
る
。

自
然
法
は
普
遍
で
あ
り
、
永
久
性
を
も
つ
に
反
L
制
定
訟
は
時
間
的
、
場
所
的
に
制
限
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
謂
は
い
自
然
法
A
現
象
形
態
た
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
、
従
て
自
然
法
は
之
等
の
制
定
法
及
び
、
あ
ち
ゅ

詑

士
四
五

入

ゴL

第
五
蹴

苑

重
鹿
島
-
既
由
自
然
時
都

第
二
十
λ
を

Quesnay， Oenvres. p. 643 20) 



説

苑

第
二
十

λ
轡

九

O 

第
五
挽

七
四
六

重
盛
事
蹴
由
自
然
法
綱

る
事
賞
、

あ
ら
ゆ
る
現
象
よ

然自li
しに
樫存
質せ

上ね
よば

J E 
れぬ
1;1了、
法「
は踊t
肩上曾
喧旨 tま

I h:. 

品室
長Z
F 白
る然
<! 0) 
考形
え態
らで
jl，ゐ

ねる
ばで
な 1

ら法

ぬは
Lこ川市t
曾
E 
;!~ 

畿
生
す
る
カず

あ
ら
ゆ
る
事
貨
に
先
立
も
つ
¥
然
も
立
(
尖
世
同
守
る
副
賞
に
制
限
ゐ
る
法
の
本
質
は
、
其
制
限
を
人
類
叫
物
理

的
性
質
正
、
道
徳
的
性
質

εω
ご
つ
か
ら
得
る
。
物
理
的
性
質
の
方
面
か
ら
翻
察
す
る
ご
、
法
は
人
類
の
欲
望

z.
人
狐
が
外
界
凶
自
然
を
征
服
す
る
程
度
古
に
よ
っ
て
制
限
せ
ら
れ
る
、
欲
望
の
方
面
か
ら
す
る
正
禁
制
限
は

頗
る
決
然
ピ
寸
る
が
、
自
然
的
征
服
の
方
而
か
ら
は
明
瞭
仁
北
一
範
闘
を
限
定
せ
ら
れ
る
υ

此
意
味
一
於

τ訟
は
自

然
制
服

ω
範
凶
削
九
人
類
の
勢
働
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ら
れ
た
外
界
財
の
上
仁
の
み
限
定
せ

ιれ
る
凶

究
に
法
は
人
類
凶
道
徳
的
性
質
に
よ
っ
て
制
限
せ
ら
れ
る
、
各
人
内
生
存
の
目
的
は
又
同
時
に
隣
人
の
生
存
の

目
的
正
等
し
い
・
そ
れ
故
に
隣
人
の
安
寧
は
法
的
活
動

ω
限
界
を
構
成
す
る
。
人
類
の
物
理
的
、
道
徳
的
性
質
に

碁
〈
之
等
り
制
限
は
、
乍
然
自
然
法
り
本
質
そ
の
も
の
に
如
え
ら
れ
た
制
限
で
は
な
〈
、
自
然
法
が
費
動
L
て、

勝
に
現
象
形
雌
を
抹
ら
ん
正
す
る
時
に
受
〈
る
制
限
で
あ
っ
て
、
自
然
法
り
本
質
そ
の
も
の
は
・
時
一
過
性
ご
永
久

性
ご
を
持
つ
貼
に
舵

τ、
本
来
無
制
限
的
な
も
の
で
他

ωカ
に
よ
っ
て
範
囲
全
限
定
せ
ら
る
、
が
如
き
も
の
で
は

な
い
の
で
め
る
、
号
れ
放
に
グ
ヰ

1
は
自
然
泌
を
定
義
し
て
「
自
然
法
ご
は
、
自
己
り
も
の
芭
他
川
八
に
属
す
る
も

本

の
ご
を
明
蹴
に
決
定
す
る
蕗

ω
理
性
山
先
に
よ
っ
1
認
め
ら
る
、
自
然
に
し
て
、
主
機
的

ω規
則
」
で
あ
る
さ
云

ひ
、
自
然
法

ω主
縦
性
正
認
め

τゐ
ゐ
の
で
あ
る
。

重
由
民
半
減
に
ゐ
つ
て
は
此
何
も

ω
に
も
制
限
せ
ら
れ

F
る
主
秘
性
を
も
っ
た
法
り
本
質
た
る
内
然
法
が
、
現
象

IβMercier de la Riviere. Ibicl. p.ι 
Guntzberg. Die GeseI1scharts~ und Slaatslehre der Physiokralen・1907・
S. 6r 
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形
態
を
採
っ
て
現
-
貨
の
世
界
に
表
現
さ
れ
、
物
理
的
、
道
徳
的
雨
性
質
的
制
限
を
受
〈
る
時
に
、
先
づ
各
人
は
互

に
自
己
叫
生
'
作
を
主
張
す
る
機
利
ゐ
る
ご
共
仁
・
他
人
的
生
ポ
を
侵
害
せ

F
る
義
務
ゐ
る
司
』
己
、
な
っ
て
販
は
れ

Z
 

る
、
「
説
明
務
純
主
権
利
存
せ
す
、
椛
利
鉱
山
き
義
務
も
亦
ぶ
せ
十
o
」
£
は
霊
農
皐
一
阪
の
一
つ
の
棋
譜
で
ゐ
る
が
、
テ

ュ
片
ゴ
ー
が
片
ヰ
十
六
位
り
台
闘
に
列
し
た
時
、
此
岡
崎
話
に
基
幸
、
各
人
の
自
己
保
持
山
雄
利
ピ
他
人
の
生
K

仲
を

位
苫
V

る
義
務
ご
に
よ
っ

τ、
官
者

ω宮
を
己
っ
て
貧
者
の
生
存
を
保
殺
せ
ん
ご
す
る
の
宵
際
政
策
を
採
り
、
維

の
問
中
者
を
し
て
、
チ
ユ
戸
ゴ
ー
を
叫
し
て
、
竿
ば
山
り
枇
借
問
主
義
者
正
一
式
は
し
め
た
も

ω
で
あ
る
U

チ晶

Y
プ

1
に

J

と
っ
て
は
臼
己
保
持
り
椛
利
は
主
制
的
な
雌
利
的
要
求
一
で
は
な
〈
、
自
然
の
秩
序
の
命
中
る
客
似
的
拡
抽
出
で
あ
っ

た
‘
従
イ
し
闘
家
以
此
客
州
制
的
批
態
ぞ
維
持
す
る
義
務
が
ゐ
h
、
此
欣
践
を
侵
害
せ
ら
れ
泊
で
ヲ
仁
労
力
せ
ね
ば
な

ら
訓
。
そ
し
て
此
労
力
は
凶
民
り
カ
に
伐
つ
の
で
は
な
く
・
政
府
自
ら
が
上
方
か
ら
下
へ
向
け
て
典
え
ね
ば
な
ら

ぬ
も
り
で
ゐ
る
ご
一
一
A
F
フ。

重
農
地
T

泳
に
ど
っ
て
は
各
人
は
自
己
保
持
吋
本
能
を
守
る
純
利
ゐ
る
ピ
共
に
、
他
人
的
問
純
り
本
能
に
帆
到
し

τ

之
を
侵
苫
V

る
義
務
を
持
つ
、
此
楢
利
義
務
的
基
礎
Z
な
れ
る
自
己
保
持
山
本
能
は
箪
仁
物
質
的
生
活
凶
維
持
正

云
う
鮎
に
限
ら
れ
い

τゐ
な
い
、
進
ん
で
人
絡
り
完
成
を
企
幽
す
る
も
の
で
ゐ
る
、
従
て
此
淑
凶
自
然

ω
雌
利
吉

L

τ認
む
る
自
己
保
持
は
人
格
り
自
由
な
る
品
目
燥
を
も
其
中
に
合
む
も
の
で
、
此
事
は
叉
常
然
に
自
然
訟
の
認
む
る

機
利
ご
し
て
白
白
備
を
も
導
き
氷
る
-
】
言
、
な
る
。

各
人
M
V

人
惜
の
自
由
な
る
俊
民
を
得
る
が
た
め
に
は
其
碁
縫
己
し
て
、
叫
労
働
に
よ
る
財
産
の
正
賞
な
る
獲
得
及

び
飯
に
獲
得
せ
る
財
産

ω安
全
を
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
其
蕗
で
自
由
構

ω是
認
は
仙
而
に
財
産
機
的
是
認
を

設

五匝

第
二
十
λ
容

:九

重
良
田
宇
抵
の
自
然
法
概

第
五
雄

七
回
七

Le Mercier de la Ri..iere目 p.11. 
Gunfzberg， a. a. O. S. 62 
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話

要E

ブι

重
縫
製
紙
白
自
陣
抽
出
翻

第
二
十
λ
容

七
回
λ

第
五
粧

必
然
的
に
仲
ふ
。
自
向
機
ご
財
産
権
ご
は
楯
叶
雨
而
で
ゐ
っ
て
.
「
財
政
は
自
由
り
標
準
ご
な
h
.
自
由
は
財
産

の

控

T」
な
る
〕
も
り
で
あ
る
u

乍
然
一
則
産
一
備
が
自
然
的
措
利
で
ゐ
る
仁
し
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
財
涼
一
継
が
総
て
一
公

ぺ

ト

ロ

l
Z守
が
不
正
山
財
産
似
ご
し
て
悲
「
る
も
の
は
持
働
に
基

正
な
る
も
り
で
は
な
い
i

、
チ
コ
ル
コ
ー

'u・

か
す
し
工
、
単
に
推
力
に
よ
る
封
処
制
度
的
財
産
維
で
ゐ
る
、
町
山
ふ
に
仰
蘭
両
革
命
以
前
凶
枇
曾
欣
践
に
於

τは

不
正
な
る
則
廃
は
対
処
的
財
産
で
ゐ
つ

τ、
先
づ
之
の
み
が
時
人
的
不
一
中
山
り
的
で
ゐ
っ
た
山
で
、
共
以
後

ω共
産

主
義
者
山
如
〈
、

ゐ
ら
ゆ
る
財
麗
桜
山
否
認
内
如
、
さ
は
考
え
及
ば
な
か
っ
た
彪
で
ゐ
る
。

グ
ホ
|
じ
め
つ
て
は
白
然
的
檎
利
は
究
党
に
加
工
は
人
桁
的
白
山
な
る
俊
民
、
主
的
完
成
を
日
的
正
す
る
も
山

で
あ
る
が
、
眼
前
り
目
的
ピ
し
て
は
各
人
が
其
生
が
を
維
持
す
る
た
め
物
質
の
享
受
を
先
づ
得
る
こ
ど
で
ゐ
る
・

伎
は
論
文
「
自
然
山
雄
一
利
」
(
前
)
に
於

τ
「
白
然
的
機
利
己
は
各
人
が
享
受
す
る
に
泊
す
る
物
射
的
上
に
持
つ
様

ι

ご
云

ο、
『
-Aγ
者

L
附
親
が
子
供
を
残
し
て
死
し
、
子
供
仁
何
等

ω
則
産
な
当
時
は
、
此
子
供
は
自
然
的
機
利
を

-
眼
的
使
川
は
お
の
蛸
珪
H
ピ

F
る
場
所
に
て
は
無
数
で
あ
る

J

Z
逃

ぺ

生

石

剥
奪
百
れ
無
力
ご
な
る
・

に
不
可
銚
な
る
物
質
の
享
受
は
剤
性
的
光
に
よ
り
市
内
人
仁
先
づ
具
え
ら
れ
た
る
機
利
で
ゐ
る
正
す
る
、
此
椎
利
は

制
定
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
が
、
各
人
が
珂
性
を
働
か

L
、
共
血
ん
を
認
む
る
以
上
・
必
然
的

に
是
一
蹴
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
、
此
鮎
に
於
て
後
年
ア
ン
ト
ン
、

メ
ン
ガ
ー
に
よ
っ
て
主
出
帆
さ
れ
る

生
存
帥
惜
山
思
想
世
憶
ひ
起
3
h
v
る
を
得
な
い
も
の
で
ゐ
る
。

『
註
)

ケ
ネ

j
b
O
「
白
然
的
措
刺
」
な
る
論
文
は
「
出
尚
業
仙
品
目
財
政
雑
誌
」
一
七
六
五
年
|
一
七
六
円
年
に
越
鵡
さ
れ
た
も
品
て
あ
る
が
此
雑
誌

は
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
七
年
職
智
嗣
〈
給
&
告
げ
、
物
仙
騒
然
た
る
世
白
中
出
静
ま
り
、
人
々
己
出
生
存
に
封
し
、
描
利
と
し
て
由
主
践
を
抱
(

p. 35目Le Mercier de la Riv佐I'C
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に
亙
り

L
思
想
的
庄
物
と
し
て
山
.
て
た
る
も
白
主
云
は
る
、
最
初
此
雑
誌
は
「
向
議
雑
誌
」
と
稲
L
、
穀
物
官
買
目
白
山
を
擁
護
す
る
た
め
広
一
じ

六
三
年
四
月
一
日
よ
り
一
週
二
回
火
岨
と
土
雌
止
に
山
た
も
O
で
あ
る
が
、
特
に
論
文
白
別
論
的
、
仮
本
的
な
も
の
だ
け
を
別
に

L
.
一
七
六
五

年

t
月
か
ら
上
辿
自
制
屈
と
し
て
出
た
も
の
で
あ
る
。

き
て
「
総
て
の
人

ω総
て

ω人
に
到
す
る
雌
利
」
ご
一
五
は
れ
た
る
自
然
山
雄
利
は
先
づ
各
人
の
物
質
的
生
存
を
保

殺
す
る
も

ωで
ゐ
る
が
、
更
に
そ
れ
以
上
山
生
活
立
平
受
に
就
て
は
.
自
然
の
椛
利
は
各
人
が
自
己
の
勢
働
に
よ

り

っ
て
獲
得
し
た
物
財
に
は
他
人
よ
ち
侵
害
百
れ
守
、
常
然
そ
の
物
財
を
草
制
課
す
る
ニ

t
e伊
」
保
枕
す
る
凶
人
類
肉
然

の
欣
腿
で
は
生
活
の
資
料
叫
獲
得
は
符
人
の
労
働
じ
法
(
、
之
が
内
然
凶
秩
序
で
あ

b
、
白
』
つ
正
義
仁
諭
ふ
、
正

義
は
誕
に
努
働
に
よ
っ

τ獲
得
し
た
物
財
に
就
て
他
人
か
ら
侵
害
百
れ

5
る
こ
ど
、
従
て
は
叉
相
互
に
無
期
仁
闘

守
を
起
古
い
る
こ
子
伊
-
命
中
る
o

然
る
に
人
相
官
進
み
人
々
耐
曾
を
構
成
す
る
こ
正
仁
な
る
吉
、
一
比
仁
交
沙
し
、
契

約
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
単
に
労
働
に
よ
っ
て
生
活
資
料
を
獲
得
す
る
よ
b
も
、
真
に
有
数
に
物
財
を
享
梨
L
得

4
0
-
H
正
、
な
る
、
却
も
自
己
じ
不
得
意
な
勢
倒
的
生
産
物
色
、
自
分
の
熱
紋
せ
る
労
働
的
生
産
物
三
交
換
t
得
る

ニ
ピ
仁
よ
っ
て
、
容
日
却
仁
之
を
殺
叫
開
1
得
る
こ
ど
、
な
h
、
物
財
三
平
臨
調
の
皮
を
増
『
も
の
で
あ
る
、
庭
が
、
斯

〈
物
財
凶
享
刷
識
が
容
易
正
な
る
ご
共
に
、
他
方
に
於
て
、
智
誠
U
A
び
肉
鴎
山
能
力
的
差
異
が
盆
々
露
骨
に
期
は
れ

る
こ
吉
、
な
る
、
グ
ヰ
ー
は
此
論
文
の
第
三
章
を
「
門
然
の
梯
利
の
不
卒
等
」
己
題
L
、
肉
眼
及
び
智
カ
の
不
平
等

の
存
在
を
自
然

ω欣
態
ピ
認
め
、
之
に
基
〈
卒
、
不
幸
、
財
産
の
多
日
以
を
同
然
的
命
宇
る
常
然
的
事
象
な

b
さ
す

る
・
此
不
平
等
そ
り
も
の
は
正
常
で
も
、
不
正
賞
で
も
な
い
、
そ
は
自
然
的
命
守
る
露
で
あ
る
炉
ら
で
あ
る
、
人

類
は
宇
宙

ω構
成
仁
就
て
、
最
高
的
創
批
唱
者
た
る
紳
山
山
意
中
仁
迄
、
突
入
す
る
こ
ピ
は
不
可
飽
で
あ
る
、
輿
え
ら
れ

設

苑

九

重
農
事
訴
叫
自
然
法
翻

第
二
十
入
品
世

七
四
九

第
五
腕

Quesnay. p. 366. 29) 



詑

苑

重
鹿
島
a

梶
山
由
自
然
法
翻

第
二
十
λ
各

ヒ
五
O

第
五
焼

九
回

た
る
自
然
の
不
平
等
に
就

τ人
類
は
抗
議
を
申
出
づ
る
雄
刺
は
な
い
、
雨
は
旅
人
に
不
便
で
あ
る
ご
共
に
土
地

ω

耕
作
に
便
を
奥
担
え
る
・
唯
問
題
己
な
る
は
経
験
上
・
自
然
の
輿
ふ
る
蕗
が
吾
人
に

I
V
幸
編
を
鷲
す
ゃ
い
d
V
不

同

学
を
件
ふ
や
-T
知
守

2
で
あ
り
、
不
卒
を
件
ム
時
は
、
思
慮
じ
よ
り
、
理
性
の
売
に
よ
っ
て
比
地
中
を
琢
見
し
、
同

叫

正

之
を
逝
く
る
の
み
で
ゐ
る
o

ケ
キ
ー
に
よ
れ
ば
此
不
卒
は
自
然
自
ら
が
進
ん
で
人
類
に
奥
ふ
る
も
の
で
は
な
く
・
間

人
々
が
自
然
凶
秩
序
を
破
る
時
に
件
ム
刑
制
で
め
る
、
例
へ
ば
「
者
し
も
或
政
府
が
農
業

ω成
功

を

保

溢

す

る

白

山

然
切
法
則
を
遠
ゲ
け
る
な
ら
ば
常
然
に
川
ン

ω依
乏
を
来
上
、
同
時
に
人
口
を
減
じ
、
不
ヰ
を
増
加
す
る
で
あ
ら
併

う
向
」
辺
患
者
は
野
心
に
よ
り
，
、
戚
怖
に
よ
h
h
快
楽
り
た
め
に
、
又
自
然
り
秩
序
を
破
る
多
(
山
手
段
を
付
T
る

吋

e
 

に
よ
っ

τ‘
貧
者
よ
h
も
・
ぃ
;
多
〈
自
然

ω
秩
序
を
破
る
機
曾
を
有
す
る
日
』
此
結
川
米
ゲ
ホ
ー
に
よ
れ
ば
官
者

U

は
自
然
り
秩
序
を
破
る
一
』
正
に
よ
っ

τ、
刑
制
た
る
不
辛
を
伴
ふ
こ
正
貧
者
よ
ム
リ
も
多
き
も
的
で
め
る
・
そ
は
兎

T

に
角
・
人
類
に
あ
っ
て
は
智
力
・
肉
髄
カ
の
自
然
的
差
異
、
従
て
そ
れ
よ
h
生
中
る
自
然
り
雄
利
一
的
不
一
中
等
は
見
山
リ

れ
得

Z自
然
り
作
別
で
あ
る
ピ
似
念
し
、
之
に
仲
ふ
財
産
仰
多
嘉
を
是
認
す
る
貼
じ
於
で
、
:
ー
は
戎

ω川
口

山

代
に
山
づ
る
ア
ダ
ム
・

?
1以
下
英
凶
正
統
等
振
り
根
本
主
張
正
直
接
り
漣
絡
を
有
す
る
。

-
A
m
.
…
戸

此
一
淑
に
あ
っ
て
は
財
産
は
人
格
的
自
由
な
る
畿
朕
的
基
礎
℃
あ
る
、
従

τ周
産
ψ
無
き
蕗
自
由
は
な
い
、
之
正
ゲ
4
r
4
r
hハ
回

共
に
英
一
民
封
じ
自
由
抑
止
山
き
雌
.
財
産
り
所
有
は
無
意
味
で
あ
る
、
而
し
て
財
産
正
自
由
正
は
、
共
に
其
安
全

eZ悼
匂
…
一
日
川
白
山
門

a
a

】

謹
せ
ら
れ
工
・
初
め
て
北
(
某
意
義
を
段
町
押
す
る
、
そ
れ
で
此
仮
の
J

プ
ュ
ポ
ン
、
ド
、
ヌ
ム
1
F
H
H
之
を
ト
括
し
て
次
口
市
山

の
楳
訟
を
掲
げ

τゐ
る
、
「
自
由
な
き
財
産
は
無
意
味
で
ゐ
b
i
安
全
な
き
世
田
、
自
由
も
亦
無
し
』
E
b山

4
1
j
v

)
}
}
)
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四

重
県
山
中
抵
の
枇
曾
脱

重
鹿
島
・
一
蹴

ω
人
々
は
自
然
の
秩
序
に
基
け
る
枇
曾
ご
制
定
法
及
び
慣
習
法
ぜ
に
よ
っ

τ組
織
せ
ら
る
、
枇
品
目
ご

を
胤
別
す
る
こ
ご
恰
か
も
諒
ア
ク
グ
ス
チ
Y

の
内
町
長
田
口
巳
古
の
刊
誌
門
官
官
円

B
E
ご
の
断
別
的
知
〈
で
あ
る
が
、

同
省
を
田
早
に
理
想
的
一
枇
曾
己
叫
貨
の
枇
曾
正
に
明
硲
に
一
恥
別
し
・
前
者
全
以
1
到
越
し
得
F
る
批
曾
な
り
ご
考
ふ

る
の
で
は
な
い
、
鑑
τ
み
H
A
割
に
現
賞
り
枇
曾
は
理
組
的
制
曾
を
考
ふ
る
こ

t
i
ょ
っ

τ初
め
て
奥
山
り
現
-
質
り
枇
曾

た
り
得
る
£
考
へ
た
の
E
あ
る
。

彼
等
凶
一
肌
曾
酬
酬
は
先
づ
現
貨
山
り
枇
曾
の
ゐ
b
ω
ま
、
の
朕
態
の
直
疎
か
ら
初
ま
る
、
官
時
の
枇
曾
翻
の
最
大
潮

流
は

y
y
ー
の
枇
曾
契
約
訟
で
あ
っ
た
、
然
る
に
彼
等
は
一
此
曾
契
約
訟
に
カ
を
議
〈
し
て
反
抗
す
る
、
蓋
し
彼
等

に
ご
つ
て
は
枇
曾
は
人
類
山
意
思
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
〈
、
自
然
必
然
り
物
理
的
現
象
で
あ
っ

た
か
ら
で
ゐ
品
。
人
類
は
其
本
舗
に
於
て
、
叉
共
生
活
保
件
に
於
て
枇
曾
の
中
に
常
然
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
必

。

然
牲
を
も
っ
白
枇
曾
は
人
舶
の
創
逃
せ
る
も
の
2

で
は
な
〈
.
人
類
山
生
活
に
必
然
的
に
奥
え
ら
れ
た
も
の
で
ゐ

る
、
人
類
の
自
己
保
持
り
本
能
U
常
然
仁
枇
曾
の
存
在
を
裁
定
し
、
人
数
山
意
思
す
る
己
否
ご
に
か
、
わ
ら
千
先

づ
奥
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

ゲ
キ
ー
は
先
づ
人
類
的
孤
立
せ
る
生
活
を
考
へ
る
、
此
柿
の
生
活
に
於
て
は
正
義
も
不
正
も
な
い
、
草
且

L
孤
立

せ
る
生
活
は
箪
な
る
物
理
現
象
仁
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
、
正
義
正
一
お
う
凱
念
は
人
々
の
交
渉
が
あ
っ
て
初
め
て

生
宇
る
の
で
.
自
然
的
秩
序
じ
依
擁
す
る
や
否
ゃ
に
ょ
っ

τ之
が
判
断
的
根
協
を
奥
え
ら
れ
る
、
人
々
が
交
渉
す

設

重
血
陣
皐
飯
田
自
然
由
臨

第
二
十
λ
巷

丸
五

七
五

苑

第
五
肱

lbid. chop I. Le Mercier de la Riviere白34) 
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第
二
十
入
寄

ブι

草
島
串
抵
由
自
然
法
叡

七
五

錨
五
焼

る
よ
正
は
自
己
の
楢
利
を
主
張
す
る
こ
吉
、
、
義
務
を
守
る
こ
ご
で
ゐ
る
、
乍
然
此
布
市
は
人
々
が
意
思
に
よ
っ

τ

枇
曾
を
構
成
し
た
が
故
に
生
十
る

ωで
は
な
〈
‘
枇
品
目
の
中
に
生
活
す
る
こ
ご
に
よ
っ

τ之
等
り
儲
利
義
務
を
生

十
る
の
で
ゐ
る
、
ケ
ヰ
ー
に
よ
れ
ば
枇
曾
は
人
類
の
意
思
仁
よ
っ
て
創
遣
す
る
の
で
は
な

f
、
利
に
よ
っ
て
奥
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
乍
然
後
世
的
浪
弦
仮
的
刷
臼
搬
の
如
〈
、
各
人
は
部
分

Z
L
て
、
肺
の
志
川
山
に
よ
っ
て
剣
治

せ
ら
れ
た
る
全
館
己
し
一
ー
の
一
枇
曾
仁
設
入
す
る
の
で
は
な
い
、
桐
人
は
理
性
の
光
に
よ
っ
て
紳
の
創
諮
り
怠
忠
仁

参
加
す
る
の
で
ゐ
る
.
飽
く
迄
、
個
人
の
機
成
を
保
有

I
、
例
人
の
自
己
保
持
凶
本
能
を
中
心
記
す
る
、
比
意
味

仁
於
1
4叩
一
鹿
島
a

振
り
耐
人
抑
制
は
務
家
的
で
あ
b
B
仙
似
品
』
川
仰
の
日
制
曾
観
ピ
仙
献
を
別
う
べ
き
で
あ
る
c

人
命
は
意
思
す
る
正
一
台
正
に
か
、
わ
ら
す
・
生
活
的
必
然
的
保
件
己
し
工
枇
曾
の
中
に
入
る
、
比
中
に
於

τは

各
人
は
自
然
凶
地
利
を
享
受
し
、
各
人
は
自
己
の
能
カ
に
膳
じ
枇
品
目
に
寄
拠
す
べ
〈
働
〈
噛
此
成
に
自
然

ω
秩
序

へ
の
服
従
が
貨
現
苫
れ
る
が
、
北
(
貧
現
が
現
質
枇
曾
に
碗
保
さ
れ
る
た
め
に
、
人
錫
の
秩
序
が
要
求
さ
れ
る
、

「
枇
曾
に
総
合
せ
る
人
類
は
自
然
り
秩
序
正
人
錦

ω秩
序
正
に
服
従
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
人
潟

ω秩
序
は
前
に
も
述
べ

た
る
如
〈
首
具
館
的
に
は
制
定
法
、
慣
明
日
、
行
政
等
ご
な
り
、
之
が
正
賞
な
る
た
め
に
は
自
然

ω
秩
序
に
依
醸
せ

ね
ば
な
ら
尚
も
の
で
ゐ
る
、
而
し
て
自
然
り
秩

INは
人
類

ω叡
智
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
る
、
臨
な
る
が
故
に
、
人

第

ω
秩
序

ω
E常
正
否
£
は
叡
智
内
判
断
に
侯
た
ね
ば
な
ら
れ
刷
、
而
し
て
叡
智
-
Y
磨
く
は
人
類
が
自
然
り
秩
序
に

依
擁
す
る
正
否
ご
を
決
定
す
る
炉
ら
人
柏
崎

ω秩
序
心
第
一
の
職
務
は
致
育
に
よ
っ
て
叙
告
を
-M〈
に
あ
る
、

744

1
は
之
が
た
め
一
枇
曾

ω
人
類
に
川
町
し
採
る
ぺ
き
第
一
の
方
策
は
敬
一
日
で
ゐ
る
正
一
石
フ
酬

重
鳥
山
学
派
に
ご
う

τ、
枇
品
目
は
人
頼
り
志
位
す
る
ご
否
ご
に
炉
、
わ
ら
す
、
人
類
生
活
叫
前
提
僚
件
ご

L
て
物

Die Gesellsd旧ft5-und Staats)ellf(! <ler PhysiokraLen. 1901-

2
 
勾〆3
 
P

匹句J

s
q
d
 

e

-

r
4
F
3
 

V

旬
/
勿
〆

U
3
3
 

e
 

ι
o
p
p
 

r

，
a

-

e
y
y
y
 

b
a
a
a
 

z
i
n
n
n
 

t
ゾ
ii

当

司

3

5

n
4
e
e
e
 

a
u
u
u
 

G
S
Q
O
G
 

35) 

36) 
37) 
38) 



理
的
に
存
在
す
る
も
の
な
ら
ば
、
彼
等
が
一
方
.
人
格
の
自
由
な
る
俊
足
全
最
高
目
的
芭
す
る
場
合
・
比
枇
曾
な

る
物
理
現
象
は
自
由
の
畿
日
庇
に
封
し
て
之
さ
衝
突
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ご
の
疑
問
が
後
生
す
る
、
此
疑
問
に
劃

し

τ彼
等
の
掠
る
態
度
は
此
嗣
者
の
統
一
で
あ
る
、
一
耽
曾
な
る
物
質
的
保
件
古
人
格
の
白
向
な
る
品
目
反
ご
は
外
見

上
は
矛
盾
す
る
が
如
〈
で
あ
る
が
、
両
者
は
叡
智
を
以
て
統
一
せ
ら
れ
る

J
倒
智
に
反
す
る
自
由
な
る
常
民
は
異

の
自
由

ω説
明
瓜
で
は
な
い
、
そ
は
白
山
三
五
う
似
而
4
M
也
被
れ
る
恋
意
的
堕
落
せ
る
委
で
あ
る
、
主
の
後
日
此
は
自
然

の
秩
序
に
反
す
る
、
之
正
共
に
人
類
は
叡
智
内
力
に
よ
っ
て
、
興
え
ら
れ
た
る
物
質
的
僚
件
を
撲
樺
収
拾
す
る
、

推
能
が
め
る
・
斯
〈
し

τ挟
叫
押
ゼ
も
れ
た
る
物
質
的
保
件
の
上
に
、
異
に
叡
智
に
悲
り
る
人
権
の
白
山
な
る
俊
民

が
成
立
す
る
、
此
同
者
は
互
に
衝
突
し
、
一
は
他
を
制
限
す
る
も
の
で
な
〈
、
同
者
相
侠
っ
て
叡
智
の
カ
に
統
一

さ
れ

τ人
類
の
向
上
に
進
む
も
の
で
ゐ
る
Q

重
農
事
一
献
に
ご
っ
て
は
枇
曾
は
人
類
の
生
活
保
件
で
あ
h
、
先
づ
以

τ人
類
の
生
活
に
典
え
ら
れ
た
も
の
で
ゐ

晶
、
然
る
に
人
類
の
生
活
は
時
代
ご
共
に
進
み
つ
、
あ
る
を
以

τ、
生
活

ω描
理
化
は
叉
奥
え
ら
れ
た
る
物
質
的
保

件
た
る
枇
曾
の
内
容
を
も
漸
究
組
延
し
行
〈
も
の
で
ゐ
る
、
水
草
を
泡
ふ
て
時
々
す
る
放
牧
生
活
に
於

τは
謝
自

然
的
生
活
は
ゐ
っ
て
も
、
人
ご
人
ご
り
交
沙
殆
ん
ど
無
き
が
放
に
、
正
.
不
正
の
翻
念
を
生
品
r
F
る
こ
ど
は
前
仁

遁
べ
た
如
〈
で
あ
る
、
然
る
に
農
業
時
代
に
入
h
て
人
々
土
地
に
定
着

L
、
互
に
交
捗
を
生
中
る
じ
至
る
や
、
主
(

蕗
に
契
約
を
生
じ
・
憤
捌
日
を
俊
生
し
・
遂
に
人
結
局
的
に
制
定
法
を
出
し
、
岡
家
e

炉
建
設
す
る
仁
至
る
、
議
仁
於
て

奥
え
ら
れ
た
る
批
曾
な
る
も
の
は
国
家
な
る
形
式
を
採
る
に
至
h
・
若
し
〈
人
銭
的
要
素
を
加
味
す
る
に
至
る
、

重
農
事
振
に
ピ
つ
て
は
従
て
枇
曾
先
づ
存

L
・
そ
が
畿
暗
躍
し
て
一
面
図
家
ご
な
っ
た
の
で
両
者
じ
は
後
生
的
に
、

設

苑

重
農
加
申
批
由
自
然
法
視

第
二
十

λ
笹

七
五

館
五
税

:iL 
七



lilt 

苑

草
山
民
事
抵
の
自
然
拙
叡

第
二
十

λ
を

t?計
四

第
五
腕

ゴι
F、

時
間
的
仁
、
著
し
き
前
後
の
差
が
め
る
の
で
、
然
も
亦
典
え
ら
れ
た
る
生
活
侠
件
た
る
枇
曾
は
、
閥
家
の
み
に
限

ら
す
、
其
他
に
康
き
範
囲
を
布
ず
る
を
以

τ・
星
空
間
的
に
も
枇
曾
は
岡
家
に
優
越
せ
る
も
山
な
山
り
で
あ

ι、
唯
岡

山
本
は
文
明
枇
曾
に
ゐ
つ
て
は
其
滋
速
の
尖
端
金
銭
す
も
り
で
あ
る
、
此
慮
に
於
て
岡
家
を
以
て
代
表
者
E
な
す
枇

曾
は
附
代
に
よ

h
、
場
所
に
よ
り
、
甚
仁
し
き
差
回
却
を
生
す
る
の
で
あ
っ
て
彼
等
が
一
方
に
自
然
の
秩
序
に
慕
(

不
設
な
る
理
組
曲

ω枇
曾
を
拙
り
る
ご
金
(
正
反
謝
に
可
漫
に
し
て
常
に
進
化
[
っ
、
ゐ
る
も
の
で
あ
る
、
不
遜
な

る
理
想
的
J

枇
曾
ピ
H

可
抽
出
な
る
現
-
貨
の
一
批
曾
正
は
前
逃
せ
る
自
然
の
秩
序
古
人
潟
の
秩
序
正
の
刷
係
を
以
て
此
慮

仁
劉
立
す
る
こ
ど
、
な
る
。
本
来
人
類
山
物
理
的
生
理
的
要
求

E
g之
官
官
『
一
3
5
2
S
に
賂
す
べ
き
刑
曾
が
、
時
代

ピ
共
に
政
治
的
要
求
『
白

2
2
日出口
2
A
ロ
自
の
柏
田
象
に
進
み
、
之
等

ω二
者
が
統
一
き
れ
て
人
潟
的
秩
序
正

Lτ
の

現
貨

ω恥
曾
を
構
成
す
る
Z
共
に
、
自
然

ω
秩
序
ご
し
て
の
理
想
の
枇
食
ご
次
に
針
立
す
る
こ
己
、
な
り
、
更
に

此
雨
者
は
人
類

ω叡
相
官
の
カ
に
統
一
吉
れ

τ理
組
ピ
現
貨
の
雨
一
祉
曾
り
相
互
の
交
通
ご
な
る
Q

之
等
の
割
立
Z
統

一
ご
に
就
て
は
特
に
細
川
説
法
的
論
理
の
諸
民
を
見
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
重
農
町
半
減

ω諸
著
作
を
見
れ
ば
随
所
に

封
立
正
統
一
正

ω論
理
を
後
見
し
得
る
の
で
あ
る
。

グ
ネ
ー
に
よ
れ
ば
現
質

ω批
曾
に
於
り
る
階
級
は
四
う
よ
一
り
な
る
、
尤
も
彼
山
経
済
表
や
其
解
説
ド
は
軍
仁
一
ニ

つ
の
階
級
の
み
を
奉
げ
て
ゐ
る
が
、
之
等
は
多
か
れ
少
か
れ
経
済
活
動
に
従
事
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
っ

τ、
此
以

外
に
も
軍
に
消
費
に
の
み
携
は
り
、
然
も
数
に
於
て
非
協
に
多
き
細
民
階
級

U
E
刷
出
石
一
句
、
町
内
丘
町
田
U
2
1
F
E
E
H
E

旬

2
1
0
な
る
者
が
存
す
る
こ
ど
を
認
め
て
ゐ
る
市
大
抵
の
経
隣
接
a

史
家
は
グ
?
!
の
枇
曾
階
級
別
を
滴
融
制
表
の
み

に
よ
っ

τ、
地
主
階
級
、
生
産
者
階
級
(
農
民
)
不
生
産
者
階
級
(
商
工
業
者
)
仙
三
つ
ご
し

τゐ
る
が
、
ケ
ヰ
ー
の

Quesna}'. Maximes g{on占rales，OCIIVreS. p・335. Oncken， Geschichte 
der Nationalokonomie. 3 Ault 1922. S. 365 
Gide et Ri.st. HislClire des doctorines econoll1iques. 3 ed. 1920. p. 22 
lngram. His(C:lry o~ Political Economy ・19-19'P' 64. Ramli川Id. Hb. 
岡山 desdoclrines economiqucs・1伊9・p.187・
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本
旨
を
酌
む
な
ら
ば
猶
、
経
済
表
に
わ
ら
わ
れ
古
る
細
民
階
部
叫
の
存
在
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

地
主
階
級
の
中
に
は
ま
権
者
、
租
税
徴
収
岬
航
者
等
を
も
合
む
的
で
あ
る
が
‘
之
等
の
人
々
は
決
納
め
た
る
別
代

を
以

τ、
土
地

ω改
良
、
担
制
の
附
盤
、
縦
訓

ω設
備
等
農
劫
刻
作
に
役
立
つ
仕
事
を
錯
す
こ

t
に
よ
っ

τ枇
曾

に
寄
山
内
す
d

ゐ
わ
り
で
あ
り
、
農
民
の
み
が
之
附
守
的
設
備
営
利
川
!
閥
宙
増
加
の
校
相
似
た
る
純
牧
入

y
a
E
2
7ぜ

宜供山
L
、
一
同
人
口
的
増
対
に
寄
到
す
る
も
凶
一
で
め
る
、
従
て
農
業
の
み
が
唯
一
の
生
産
業
で
あ
ム
リ
、
自
然
山
秩

序
に
依
協
す
る
ニ
己
最
も
多
〈
、
人
孤
に
よ
ヰ
踊
を
出
川
す
唯
一
の
究
悦
で
あ
る
、
両
L
-
業
者
階
艇
は
開
平
に
良
薬
仁
よ

っ
て
烈
え
ら
れ
に
品
材
料
じ
加
工
す
る
か
、
戒
は
之
十
一
池
搬
1
需
要
供
給
ey
調
節
寸
る
か
bι

其
任
務

J
1
3位
も

純
収
入
を
前
す
も
山
で
は
な
レ
か
ら
此
階
級
は
之
を
不
生
産
者
陪
滞
ご
呼
ぶ
、
尤
も
此
不
生
産
三
一
山
う
言
葉
仁
は

忍
凹
品
川
町
意
味
は
な
い
h

-
育
英
存
在
は
有
用
で
あ
b
且
つ
必
然
で
あ
る
4

昨
そ
が
純
牧
入
V
前
苫
い
る
こ
ご
じ
よ
っ

て
γ

小
生
康
的
ピ
云
う
に
り
で
み
則
る
、
従
て
一
刻
農
血
平
日
献
の
根
本
主
張

ω
一
た
る
純
牧
入
の
紡
を
論
ゃ
な
レ
で
唯
商
工

業
者
階
級
を
不
生
産
的
正
呼
ぶ
こ
ご
を
以
て
、
ケ
ヰ
ー
の
倣
貼
Z
L
T
攻
撃
す
る
縦
憐
串
史
家
U
M帆
卒
の
誠
を
見

れ
な
レ
。

重
農
訓
子
派
に
ご
っ
Th
は
農
民
的
み
が
生
康
階
級
で
あ
り
純
牧
入
ぞ
粛
す
も
の
で
且
つ
自
然
の
秩
序
に
依
協
す
る

ニ
ピ
最
も
大
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
理
想

ω枇
舎
に
於
壬
は
剛
氏
の
大
部
分
が
自
然
の
秩
序
に
基
〈
農
耕
を
密

み
、
地
主
、
主
権
者
階
級
は
努
め

τ農
耕
の
設
備
を
匁

L
、
農
業
中
桑
納
し
、
国
民

ω
一
少
部
分
の
み
が
商
工
業

に
従
事
し
て
需
給
を
岡
h
、
一
方
農
民
り
培
加
は
純
枚
入
の
増
加
古
な

h
、
国
富
著
し
〈
増
加
し
て
納
氏
階
級
の

敷
を
極
度
に
減
少
せ
し
む
る
、
人
々
自
然
の
秩
序
に
依
頼
す
る
-
」

E
多
き
枝
、
幸
踊
も
亦
之
に
件
ム
て
大
な
る
が

詑

施

:九
ブL

軍
農
凪
甲
証
心
自
然
法
硯

第
二
十
人
容

七
五
五

第
五
腕
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第
二
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n 
O 

放
に
、
困
民
の
大
部
分
が
農
業
に
従
事
す
る
図
家
に
於
て
は
人
々
愉
伏
に
共
生
を
逸
品
を
得
品
。

思
う
に
重
農
事
振
の
所
設
は
、
或
は
経
憐
論
に
、
財
政
論
に
、
或
は
政
治
論
、
哲
皐
論
に
、
頗
る
多
岐
で
は
ゐ

る
が
、
そ
の
説
れ
も
を
一
貫
し
て
流
る
、
、
株
本
主
張
は
プ
ラ
ト
!
の
貨
践
岡
家
ロ
O
H
O
一
に
謝
す
る
理
想
凶
家

唱。]日
Z
U
の
如
〈
、
入
品
局
り
秩
序
に
基
〈
現
質
的
批
品
開
に
封
L
て
自
然
の
秩
序
に
基
く
理
想
的
枇
曾
を
査
く
に
あ

る
。
議
椛
の
政
策
も
結
局
、
臼
然
の
秩
序
正
理
想
の
枇
曾
へ
の
議
入
を
最
高
目
的
ど
す
る
。
従
て
重
鹿
皐
振
の
個

々
の
準
設
の
除
・
昧
に
蛍
つ
て
は
、
常
に
此
最
高
目
的
へ
の
関
心
が
鋭
け
れ
ば
其
研
究
は
全
〈
無
意
味
Z
な
っ
て
了

ま

ιも
の
で
あ
る
。

拾
八
世
紀

ω後
字
、
啓
家
思
潮
の
横
溢
せ
る
時
代
に
重
度
山
半
減
は
生
れ
宵
ま
れ
た
の
で
ゐ
る
が
、
線

τの
加
判
断

を
排
尿
す
る
ご
稀
し
っ
、
、
不
知
不
識
の
聞
に
理
怨
の
枇
命
日
な
る
形
而
上
率
的
似
定
を
措
定
す
る
に
あ
ら
す
ん
ば

到
底
其
間
半
設
は
成
立
す
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。


